脳の健康

囲碁部　近藤勝洋

　池波正太郎の剣客商売に出てくる主人公、無外流秋山小兵衛は歳にも依らず凄い剣豪である。人物的にも人間性に富み正義の味方として腰に差した濃州藤原国助がものを言う。

　彼がよく情報を得に行くところは蕎麦屋（兼居酒屋）である。また時にふれ医者の小川宗哲と碁を打っています。また道林寺の和尚はよい碁敵であります。

ただ、あまり碁に関しての詳しい描写がないのは作者自身があまり碁を打っていなく、江戸時代の考証をしている間にその時代のある階層が碁を打っていたという事実にふれ、小説の中に取り入れたものと思われます。

　単に時代劇の殺立的殺伐とした物語の中に写実的また状況の表現を助ける重要な役割をなしています。

　さて、最近では認知症だのアルツハイマーなど加齢と共に脳の劣化が問題になっています。脳における問題として生物学的に脳そのものが劣化することと、その中身自身が劣化する事に分けられます。

解剖学で分析すると細胞そのものがくたびれてきたり、栄養や酸素が不足したり、傷を負ったり、空洞が出来たり脳そのものに障害が生じる問題であります。この劣化を防ぐためには生理学的に細胞を維持活性化しなければならなくて、一般的には薬を飲んだりよく睡眠をとることぐらいしか方法がありません。

　もう一つの問題は脳で考える中身の劣化で、物忘れはその典型的な症状です。二十歳を過ぎるころから脳は減少をはじめ鍛えるどころか現状を維持することが難しくなってきます。ボケはその人自身の問題ですめばよいのですが高齢化ばかり進み、他の人に面倒を見てもらわなくてはならない人が恐ろしい数で増えてきています。　面倒を見る人達自身も劣化の波に流されそうになって来ています。

ボケ以外の問題も多くあります。食べ物は豊になり物質的には貧困はなくなって餓死することのない社会になりました。しかし電車の中で物を食べたり化粧をする事は脳の貧困であります。中身は何であれ活動しているだけで、脳の中の内容の低下が問題であります。

　これらを避けるには是が非でも囲碁の普及に努め、出来るだけ多くの人が碁を打てばお互いにボケず、また礼儀作法も身に付き、少なからずも人のためになります。

　医療や、介護やお互いに迷惑を掛けることが少なくなり社会的に貢献できます。

　碁を打つ人は税金をまけるくらいにしてもよいのではないでしょうか。　

（完）

